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の
原
加
盟
国
１
７
国
の
１
国
で
も
あ
る
マ
ク
ロ

ン
首
相
の
発
言
は
主
要
国
か
ら
多
く
の
非
難
が

出
て
お
り
、
Ｇ
７
を
控
え
岸
田
首
相
の
議
長
と

し
て
の
采
配
に
全
世
界
が
注
目
す
る
事
態
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
Ｅ
Ｕ
で
は
中
国
重
視
の
マ
ク
ロ

ン
外
交
に
不
安
が
出
て
い
る
。 

○
フ
ォ
ン
デ
ア
ラ
イ
エ
ン
Ｅ
Ｕ
欧
州
委
員
長 

 

マ
ク
ロ
ン
氏
と
共
に
訪
中
し
た
Ｅ
Ｕ
欧
州
委

員
長
は
、
台
湾
問
題
を
め
ぐ
っ
て
習
近
平
中
国

国
家
主
席
と
応
酬
と
な
っ
た
と
あ
る
。
即
ち
マ

ク
ロ
ン
氏
と
は
異
な
る
立
場
と
な
っ
て
い
る
。 

○
チ
ャ
ー
ル
ズ
英
国
王 

 

３
月
２
９
日
チ
ャ
ー
ル
ズ
英
国
王
夫
妻
が
ド

イ
ツ
を
訪
問
。
そ
の
折
の
シ
ュ
タ
イ
ン
マ
イ
ヤ

ー
独
大
統
領
主
催
の
晩
さ
ん
会
で
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
「
い
わ
れ
の
な
い
侵

略
」
と
非
難
。「
我
々
は
自
由
と
主
権
を
守
る
た

め
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
団
結
す
る
」
と
述
べ
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
支
持
す
る
姿
勢
を
強
調
し
た
。
国

王
は
初
の
外
遊
で
国
際
政
治
に
踏
み
込
ん
だ
発

言
を
公
の
場
で
行
い
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
政

治
的
発
言
を
避
け
て
き
た
姿
勢
と
は
異
な
る
と

見
ら
れ
て
い
る
。 

〇
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
） 

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
ス
ト
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
事
務
総
長

が
来
日
し
、
２
月
２
日
日
本
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
安

全
保
障
面
で
連
携
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。
共
同
声
明
で
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
と
欧

州
の
安
全
保
障
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
し

「
信
頼
で
き
る
必
然
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
、

日
本
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
協
力
強
化
を
確
認
し
て
い

る
。 

〇
４
月
４
日
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
正
式

加
盟 Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
の
加
盟
国
数
は
３
１
か
国
と
な

る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ロ
シ
ア
と
は
１
３
０
０

キ
ロ
国
境
で
接
し
人
口
は
５
５
０
万
人
。
２
度

ソ
連
に
侵
略
さ
れ
て
長
く
外
交
軍
事
上
は
中
立

路
線
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
化
）
を
と
っ
て
い
た
が
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
受
け
て
方
針
を

転
換
し
た
。 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ミ
サ
イ
ル
装
備
や
サ
イ
バ

ー
防
衛
、
空
域
監
視
な
ど
の
面
で
高
い
能
力
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有
す
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
と

っ
て
大
き
な
対
露
防
衛
戦
力
と
な
ろ
う
。 

○
露
の
核
配
備 

４
月
２
日
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
「
露
中
は
３

月
２
１
日
の
首
脳
会
談
後
の
共
同
声
明
で
、
全

核
保
有
国
に
対
し
国
外
に
核
兵
器
を
配
備
し
な

い
様
求
め
た
。
こ
の
数
日
後
に
ロ
シ
ア
は
ベ
ラ

ル
ー
シ
へ
の
配
備
方
針
を
表
明
し
た
。
」
誠
に

“
舌
の
根
も
乾
か
ぬ
内
”
の
無
責
任
な
共
同
声

明
違
反
は
中
露
の
闇
の
姿
勢
を
呈
し
て
い
る
。

信
用
は
全
く
で
き
な
い
両
国
で
あ
る
。 

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
の
議
長
岸
田
総
理
の
問

わ
れ
る
手
腕 

４
月
１
８
日
に
閉
幕
し
た
Ｇ
７
外
相
会
合
の

共
同
声
明
が
「
法
の
支
配
に
基
づ
く
自
由
で
開

か
れ
た
国
際
秩
序
を
堅
持
す
る
」
を
初
め
て
明

記
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の

ロ
シ
ア
、
台
湾
併
呑
を
狙
う
中
国
の
武
力
を
は

じ
め
力
に
よ
る
現
状
変
更
を
認
め
な
い
Ｇ
７
の

強
い
意
志
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
述
の

マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領
の
「
欧
州
は
米
中
い
ず
れ

に
も
追
従
す
べ
き
で
な
い
」
の
発
言
と
Ｇ
７
外

相
会
合
に
参
加
の
コ
ロ
ナ
仏
外
相
の
意
思
表
示

が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
懸
念
さ
れ
て

い
た
が
、
共
同
声
明
を
見
る
限
り
水
面
下
で
是

正
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

５
月
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
共
同
声
明
に
ど

の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
の
か
議
長
岸
田
総
理

の
手
腕
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

『
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
の
便
り
』 

～
令
和
４
年
度
・
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
没

者
遺
骨
収
集
現
地
調
査
（
第
４
次
）
に
参
加

し
て
～
（
第
二
回
） 支

部
理
事
役 

荻
原
洋
聡 

【
派
遣
に
至
っ
た
背
景
・
経
緯
】 

 

昨
年
２
月
末
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵

攻
し
て
か
ら
１
年
を
過
ぎ
る
も
、
未
だ
に
継

続
・
膠
着
状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
国
連

の
責
任
あ
る
常
任
理
事
国
の
一
大
国
で
あ
り
な

が
ら
俄
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
判
断
と
行
為
に

愕
然
と
す
る
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
こ

の
生
涯
を
自
衛
隊
で
安
全
保
障
に
関
わ
っ
て
き 

た
一
人
と
し
て
は
何
と
も
言
え
な
い
虚
無
感
、

無
力
感
を
覚
え
ま
し
た
。
「
如
何
に
先
端
科
学

技
術
等
が
発
達
し
た
地
球
上
に
在
り
な
が
ら
、

実
際
に
や
っ
て
い
る
行
為
は
石
器
時
代
の
争
い

レ
ベ
ル
か
ら
何
も
進
化
し
て
な
い
の
で
は
な
い

か
！
？
」
と
い
う
嘆
き
で
し
た
。 

自
分
一
人
で
こ
の
世
の
在
り
様
を
変
え
ら
れ

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
が
、
「
な
ら
ば
、

石
器
時
代
と
現
代
で
、
人
間
と
し
て
変
わ
っ
て

い
な
い
も
の
は
何
な
の
だ
ろ
う
？
」
と
想
い
を

巡
ら
せ
て
い
る
時
に
、
あ
る
メ
ル
マ
ガ
で
「
東

京
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ_

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
１
０
０
」
と
い

う
、
小
田
原
城
か
ら
江
の
島
経
由
、
明
治
神
宮

外
苑
ま
で
の
１
０
０
㎞
を
２
６
時
間
以
内
に
歩

き
切
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
知
り
ま
し
た
。
ふ

と
閃
い
た
の
は
、
人
類
の
不
変
（
普
遍
）
な
機

能
と
し
て
、
石
器
時
代
も
今
も
変
わ
ら
な
い
尺

度
・
原
点
と
し
て
の
『
歩
く
速
度
』
を
再
確
認
・

体
験
検
証
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
全
コ
ー
ス
を
３
回
に
分
け
て
事
前
踏
査
し
て

臨
ん
だ
と
こ
ろ
、
６
か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
・
休
憩
を
含
め
て
１
０
０
㎞
を
２
１
時
間
１

９
分
で
歩
き
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

自
ら
の
体
験
・
体
感
と
し
て
理
解
し
た
こ
と

は
、
私
は
１
㎞
を
約
１
４
０
０
歩
・
１
５
分
で

歩
く
速
度
と
そ
の
疲
労
感
で
し
た
。
藤
沢
～
大

船
の
一
駅
間
を
東
海
道
線
の
列
車
は
５
分
で
走

り
ま
す
が
、
私
の
足
で
は
１
時
間
か
か
り
ま
す
。

東
海
道
新
幹
線
は
、
小
田
原
・
東
京
間
（
１
０

０
㎞
）
を
約
３
０
分
で
走
り
ま
す
か
ら
、
そ
の

速
度
差
が
石
器
時
代
と
今
日
の
技
術
差
・
便
利

さ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
も
、
移
動
手

段
だ
け
で
も
そ
れ
だ
け
の
便
利
さ
を
得
な
が
ら

人
類
は
、
特
に
、
我
が
国
は
真
の
意
味
で
「
心

豊
か
」
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
具
体
的
な
社
会
の
姿
は
一
体
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

私
が
防
大
３
学
年
の
冬
季
訓
練
で
、
硫
黄
島

研
修
（
片
道
が
空
路
・
片
道
が
海
路
）
で
、
入

間
基
地
を
離
陸
し
て
硫
黄
島
に
着
陸
し
た
そ
の

朝
、
駐
機
場
拡
張
工
事
の
掘
削
工
事
中
に
御
遺

骨
が
出
た
と
い
う
場
面
に
接
し
ま
し
た
。 

 

 

【
先
進
７
カ
国
首
脳
会
議 

（
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
）】 

湘
南
支
部
長 

清
﨑
忠
圀 

 

新
聞
等
各
種
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
世
界
情
勢

の
報
道
に
、
筆
者
に
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
状
態

と
な
る
の
か
と
国
際
関
係
の
複
雑
さ
に
魔
訶
不

思
議
で
何
を
信
用
し
て
よ
い
の
や
ら
皆
目
理
解

で
き
な
い
ニ
ュ
ー
ス
に
日
々
巻
き
込
ま
れ
て
い

る
。 

国
際
関
係
の
摩
訶
不
思
議
、
変
わ
り
身
の
早
さ 

 
国
際
関
係
の
摩
訶
不
思
議
さ
や
変
わ
り
身
の

早
さ
の
最
近
の
一
例
を
挙
げ
て
み
る
。 

○
フ
ィ
リ
ピ
ン 

反
米
親
中
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ド
ウ
テ

ル
テ
前
大
統
領
が
中
国
の
海
洋
進
出
な
ど
の
脅

威
に
危
機
感
を
強
め
、
や
っ
と
退
任
直
前
昨
年

３
月
に
米
比
大
規
模
な
合
同
軍
事
演
習
を
実
施

し
た
。
同
年
６
月
に
就
任
し
た
マ
ル
コ
ス
大
統

領
は
米
軍
重
視
の
政
策
に
大
き
く
転
換
し
、
米

比
相
互
防
衛
条
約
に
基
づ
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国

内
で
米
軍
に
使
用
を
認
め
る
基
地
を
５
か
所
か

ら
９
か
所
に
増
や
す
こ
と
に
合
意
し
、
中
国
の

南
・
東
シ
ナ
海
に
お
け
る
覇
権
的
な
海
洋
進
出

に
対
す
る
防
衛
協
力
強
化
を
図
っ
た
。 

○
ソ
ロ
モ
ン
諸
島 

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
は
２
０
１
９
年
台
湾
と
断

交
、
中
国
と
国
交
を
樹
立
し
、
昨
年
４
月
中
国

軍
の
駐
留
を
可
能
に
す
る
安
全
保
障
協
定
を
締

結
。
中
国
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
投
資
強
化
の
成
功

か
。
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
米
大
使
館
を
１
９
９
０

年
閉
鎖
以
来
再
開
設
。 

○
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
の
主
要
国
中
国
を
訪
問 

 

ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ル
ツ
首
相
、
ミ
シ
ェ
ル
Ｅ
Ｕ

大
統
領
、
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
チ
ェ
ス
首
相
、
フ

ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
そ
し
て
フ
ォ
ン
デ

ア
ラ
イ
エ
ン
Ｅ
Ｕ
欧
州
委
員
長
は
中
国
を
訪
問

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
仏
国
マ
ク
ロ
ン
大
統
領

は
中
国
寄
り
と
な
り
そ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
中
国
訪
問
中
問
題
発
言
が
多
発
。「
欧
州

は
台
湾
問
題
で
米
中
い
ず
れ
に
も
追
従
す
べ
き

で
は
な
い
」
先
進
７
か
国
（
Ｇ
７
）
の
キ
ー
メ

ン
バ
ー
で
か
つ
国
連
安
保
理
の
常
任
理
事
国
と

い
う
立
場
の
首
相
、
更
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
３
１
か
国 
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そ
う
し
て
日
本
海
事
協
会
の
中
に
、
２
０
１
９
年
４

月
事
業
開
発
本
部
内
に
「
Ｎ
Ｋ
官
公
庁
船
事
業
室
」

を
発
足
さ
せ
、
２
０
１
４
年
４
月
に
は
会
長
直
下
に

改
編
さ
れ
て
、
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
事
業
本
部
に

移
行
さ
れ
た
。 

Ｎ
Ｋ
官
公
庁
船
事
業
部
の
基
本
戦
略
は
、
わ
が
国

の
安
全
保
障
お
よ
び
海
上
安
全
に
資
す
る
こ
と
を
念

頭
に
①
Ｎ
Ｋ
官
公
庁
船
事
業
の
強
化
・
拡
大
を
図
る
。

②
防
衛
省
等
の
国
内
官
公
庁
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
③
防
衛
装
備
を
含
む
官
公
庁
船
の
海
外
移
転
向

け
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
未
来
志
向
の
成
長
著
し
い
Ｎ

Ｋ
事
業
本
部
の
将
来
戦
略
は
実
に
頼
も
し
い
。 

最
近
は
、
海
外
装
備
移
転
の
実
現
に
向
け
て
「
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

の
下
、
海
洋
安
全
保
障
及
び
海
上
安
全
の
確
保
に
貢

献
し
て
い
る
。 

講
演
会
後
の
講
師
を
囲
ん
で
の
小
規
模
な
懇
親
会

で
は
、
高
橋
様
の
お
人
柄
に
触
れ
、
皆
さ
ん
初
対
面

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
多
く
の
話
題
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
極
め
て
有
意
義
な
意
見
交
換
会
が
終
わ
り
、

令
和
５
年
度
総
会
の
一
連
の
行
事
が
無
事
終
了
し

た
。 ―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

ご
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

支
部
特
別
会
員
の
ご
当
選
を
、
支
部
会
員
一
同
か

ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

県
議
会
議
員 

【
藤
沢
市
】
松
長
泰
幸
、
市
川
和
広 

【
寒
川
町
】
山
本 

哲 

（
支
部
長 

清
﨑
忠
圀
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

新
入
会
員
の
お
知
ら
せ
（
敬
称
略
） 

 

正
会
員 

 

・
渡
辺
一
正 

 

元
陸
上
自
衛
隊 

 

以
来
、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を

意
識
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
海
自
・
横
須
賀
地
方
総

監
部
・
施
設
課
長
、
厚
木
管
理
隊
長
勤
務
時
代
に
硫
黄

島
の
施
設
整
備
に
関
わ
り
、
硫
黄
島
に
赴
く
際
は
、
天

山
慰
霊
碑
、
摺
鉢
山
山
頂
の
日
米
将
兵
慰
霊
碑
へ
の
献

水
・
拝
礼
と
、
拙
い
な
が
ら
も
「
ふ
る
さ
と
」
・
「
Ｄ

ｕ
ｎ
ｎ
ｙ_

Ｂ
ｏ
ｙ
」
を
フ
ル
ー
ト
を
吹
い
て
慰
霊
す
る

よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。 

 

硫
黄
島
の
戦
い
当
時
も
、
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
も
、

明
日
を
生
き
た
か
っ
た
の
に
、
そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ
た

幾
多
の
命
の
こ
と
を
想
い
な
が
ら
過
ご
し
た
令
和
４
年

の
末
、
隊
友
会
か
ら
の
戦
没
者
遺
骨
収
集
事
業
・
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
派
遣
の
意
向
調
査
の
メ
ー
ル
が
届
き
、

派
遣
を
希
望
（
熱
望
）
し
た
次
第
で
す
。
派
遣
の
決
定

通
知
を
受
け
た
の
は
年
明
け
て
令
和
５
年
１
月
１
７

日
、
ち
ょ
う
ど
舞
鶴
出
張
の
機
会
を
活
か
し
て
、
舞
鶴

引
き
揚
げ
記
念
館
を
見
学
し
て
い
る
時
で
し
た
。
そ
の

展
示
を
拝
見
し
な
が
ら
、
海
外
戦
没
者
（
概
数
）
２
４

０
万
柱
の
う
ち
、
現
時
点
で
も
、
１
１
２
万
４
千
柱
も

の
未
収
容
遺
骨
（
概
数
）
が
在
る
こ
と
を
（
恥
ず
か
し

な
が
ら
）
知
り
、
何
と
し
て
も
一
柱
で
も
多
く
収
集
を

急
が
ね
ば
な
ら
な
い
と
自
覚
し
ま
し
た
。 

 

令
和
４
年
度
・
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
没
者
遺
骨
収

集
現
地
調
査
派
遣
（
第
４
次
）
の
派
遣
期
間
は
、
３
月

６
日
か
ら
１
５
日
ま
で
の
１
０
日
間
。
う
ち
、
ウ
ェ
ア

ク
の
ブ
レ
ン
デ
ィ
村
の
埋
葬
地
で
の
試
掘
は
２
日
間
の

計
画
で
し
た
。
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
域
に
は
１
２
万

７
６
０
０
柱
の
戦
没
者
の
う
ち
、
７
万
６
千
余
柱
の
未

収
容
遺
骨
に
対
し
て
、
２
日
間
と
い
う
限
ら
れ
た
試
掘

機
会
を
寸
秒
も
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
、
ま
た
、
今
も

ジ
ャ
ン
グ
ル
に
野
晒
し
の
ま
ま
の
英
霊
に
対
す
る
慰
霊

も
含
め
て
、
出
国
ま
で
の
１
か
月
半
で
準
備
す
べ
き
も

の
は
何
か
を
考
え
、
思
い
つ
い
た
こ
と
か
ら
手
当
た
り

次
第
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
い
う
国
と
地
理
・

気
候
、
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
戦
い

の
全
貌
（
戦
史
等
）
と
い
っ
た
基
本
事
項
の
把
握
。
試

掘
に
お
い
て
対
面
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
御
遺
骨

に
対
す
る
作
法
を
含
め
た
接
し
方
。
「
骨
・
歯
牙
」
そ

の
も
の
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
の
習
得
等
々
で
す
。
特

に
、
「
試
掘
予
定
場
所
（
埋
葬
地
）
は
、
最
寄
り
の
村

落
か
ら
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
を
１
時
間
あ
ま
り
か
け
て
歩

く
」
と
あ
り
、
熱
帯
雨
林
環
境
下
を
行
動
す
る
た
め
の 

編
集
後
記 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・05/13（土） 

 第２回支部理事役会 

・05/22（月） 

 ５月隊友紙発送 

・06/10（土） 

 第３回支部理事役会 

・06/中旬 

 第１回名所旧跡探勝 

・06/23（金） 

 ６月隊友紙発送 

・07/08（土） 

 第４回支部理事役会 

・07/24（月） 

 ７月隊友紙発送 

足
回
り
、
衣
類
、
防
虫
対
策
等
々
、
未
体
験
ゾ
ー
ン
を

あ
れ
こ
れ
想
像
し
な
が
ら
購
入
・
準
備
を
継
続
し
ま
し

た
。
ま
た
、
私
以
降
、
本
件
に
従
事
す
る
派
遣
者
が
少

し
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
準
備
し
、
か
つ
、
不
安
無
く
現
地

に
向
か
う
た
め
に
も
、
可
能
な
限
り
詳
細
な
記
録
（
写

真
・
動
画
を
活
用
）
す
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。 

次
回
は
、
戦
没
者
遺
骨
収
取
事
業
の
概
要
、
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
の
戦
い
の
概
要
を
述
べ
て
か
ら
、
出
国
し
て
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
由
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
首

都
・
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
ま
で
の
道
中
・
空
中
で
見
聞

し
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
号
へ
つ
づ
く 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
５
年
度
隊
友
会
湘
南
支
部
総
会
及
び
防
衛
講
演

会
を
開
催 

支
部
理
事
役 

高
鹿
治
雄 

隊
友
会
湘
南
支
部
は
、
４
月
８
日
（
土
）
に
藤
沢
市

商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク
に
て
令
和
５
年
度
支
部
総
会
、

防
衛
講
演
会
を
開
催
し
た
。
（
出
席
者
各
３
０
名
） 

総
会
は
、
国
家
斉
唱
、
昨
年
度
逝
去
さ
れ
た
会
員
に

対
す
る
黙
祷
、
叙
勲
者
紹
介
、
支
部
長
挨
拶
の
あ
と
田

中
理
事
役
を
議
長
へ
選
出
し
議
事
に
入
り
「
令
和
４
年

度
支
部
活
動
・
同
決
算
」
報
告
が
な
さ
れ
た
。 

次
い
で
、
「
平
成
５
年
度
支
部
活
動
計
画
・
同
予
算
」

及
び
「
支
部
役
員
の
改
選
」
の
３
議
案
が
提
議
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
表
彰
式
で
は
、

出
席
の
泉
川
博
及
び
喜
瀬
美
恵
子
特
別
会
員
の
感
謝

状
、
田
中
了
理
事
役
へ
の
表
彰
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。 

総
会
終
了
後
、
一
般
社
団
法
人 
日
本
海
事
協
会 

高
橋
方
彦
氏
に
よ
る
防
衛
講
演
会
が
「
日
本
海
事
協
会

（
船
級
組
織
）
と
官
公
庁
船
事
業
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
行
わ
れ
た
。
講
師
は
「
日
本
海
事
協
会
（
Ｎ
Ｋ
）
」

誕
生
の
歴
史
的
背
景
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
の
流
れ
、

「
Ｎ
Ｋ
官
公
庁
船
事
業
部
」
の
設
立
経
緯
、
そ
し
て
最

近
の
「
Ｎ
Ｋ
官
公
庁
船
事
業
部
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
柔
ら
か
い
語
り
口
で
大
変
分
か
り
易
く
説
明
さ
れ

た
。
本
講
話
は
日
本
と
世
界
を
結
ぶ
海
上
物
流
ル
ー
ト

を
担
う
海
事
産
業
の
重
要
性
に
加
え
、
最
近
の
日
本
の

造
船
業
界
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
現
状
と
、
正
に
そ

の
日
本
の
造
船
業
界
を
救
う
た
め
に
誕
生
し
た
Ｎ
Ｋ
官

公
庁
事
業
部
が
様
々
な
新
事
業
・
新
サ
ー
ビ
ス
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
説
明
に
、
日
本
の
造
船
業
界
や
海
上

自
衛
隊
の
艦
艇
の
将
来
に
対
し
て
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落 

ち
る
よ
う
な
内
容
に
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。 

船
級
協
会
の
歴
史
は
今
か
ら
４
０
０
年
以
上
も
前

に
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
は
じ
ま
り
、
未
発
達

な
航
海
技
術
で
世
界
の
荒
海
へ
挑
戦
し
た
大
航
海
時

代
を
経
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
に
設
立
さ
れ
、
１
８
９
９
年
日
本
に

「
帝
国
海
事
協
会
」
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

後
、
船
級
協
会
を
取
り
巻
く
業
界
が
増
大
す
る
に
連

れ
て
、
船
級
協
会
の
意
義
と
役
割
も
ど
ん
ど
ん
大
き

く
な
り
、
現
在
は
国
際
船
級
協
会
連
合
（
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
）

が
世
界
の
船
級
協
会
を
統
合
化
し
、
各
国
船
級
協
会

規
則
の
統
一
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
日
本

で
は
戦
後
１
９
４
６
年
「
日
本
海
事
協
会
」
と
改
称

さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

設
立
当
初
の
帝
国
海
事
協
会
が
そ
の
当
時
の
日
本

に
お
い
て
い
か
に
重
要
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
か
を
象
徴
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ

れ
は
設
立
後
初
の
臨
時
大
会
（
１
９
０
２
年
）
で
の

渋
沢
栄
一
氏
の
演
説
（
論
点
）
で
し
た
。
こ
の
頃
の

時
代
背
景
を
調
べ
て
驚
い
た
こ
と
に
、
そ
の
演
説
は

日
露
戦
争
（
１
９
０
４
～
１
９
０
５
）
勃
発
の
２
年

前
と
い
う
激
動
の
時
代
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
演
説

の
中
で
も
次
の
２
点
は
今
で
も
ま
っ
た
く
色
あ
せ
て

い
な
い
。 

●
「
我
が
国
に
と
っ
て
の
海
事
の
重
要
性
は
論
を
持

た
な
い
が
、
三
百
年
の
鎖
国
の
影
響
も
あ
っ
て
、
海

事
の
進
歩
は
鈍
く
、
そ
の
地
位
も
低
い
。
帝
国
海
事

協
会
は
自
ら
の
隆
盛
を
も
っ
て
海
事
の
地
位
向
上
に

努
め
て
も
ら
い
た
い
。
」 

●
「
武
事
に
関
す
る
海
事
と
商
業
に
関
す
る
海
事
は

国
を
守
る
上
で
の
両
論
で
あ
り
、
連
携
が
必
要
で
あ

る
が
現
在
は
必
ず
し
も
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
海

軍
軍
人
が
商
業
に
口
を
は
さ
む
こ
と
は
な
い
し
、
ま

た
、
そ
の
逆
も
な
い
。
海
事
協
会
に
は
そ
の
間
に
立

っ
て
両
社
の
関
係
を
取
り
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」 

 
「
渋
沢
栄
一
」
は
大
河
ド
ラ
マ
に
も
な
り
、
間
も

な
く
一
万
円
札
に
も
な
る
日
本
の
偉
大
な
実
業
家
で

す
。
こ
の
２
点
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
講
師
が
「
自
由

で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の

下
、
海
洋
安
全
保
障
及
び
海
上
安
全
の
確
保
に
貢
献

す
る
た
め
、
わ
が
国
企
業
の
官
公
庁
船
分
野
の
海
外

展
開
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
気
持
ち
を
強
く
す
る
と
こ
ろ

に
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。 


